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【緒言】 高校化学で扱われるハーバー・ボッシュ法に象徴される重要元素の窒素は，窒素循環，ア

ルカロイドなどのキーワードで生命科学分野でも注目される。その窒素に着目し，自然界において窒

素固定の役割を担う細菌のニトロゲナーゼの構造，多くの生体分子中で重要な働きをしているテトラ

ピロール，体内活性を有するアドレナリンや医薬などを学べるコンテンツを作成した。 

【方法と結果】 窒素は生物にとって，タンパク質，DNA，ATP など生命活動維持に欠かせない元素

である。しかし，空気中に大量にある窒素分子は強固な三重結合で結びついているため利用は容

易ではない。大豆根粒菌に代表される微生物のニトロゲナーゼが生命の世界で窒素利用を可能し

ている代表タンパク質と言えよう。一方，ハーバー・ボッシュ法によりアンモニアが合成できるようにな

ってから窒素肥料も大量生産され，今では生体内の窒素は人工によるものが過半になっていると言

われる[1]。なお，2013年発刊の「岩波 生物学辞典 第 5版 CD-ROM版」[2]で“窒素”を検索する

と 154項目で触れられていた。 

 そのような興味深い窒素原子を含む分子・生体分子について，天然物質（ニトロゲナーゼ，ATP・

ADP と ATP 合成酵素，テトラピロール[3]，生理活性物質など）や合成化学物質（医薬など）の双方

について，分子ビューア Jmolを利用して俯瞰できるWebページ「窒素から見る生命の世界」を公開

した[4]。この中には，書籍[5]に書かれていた“脳を興奮させる物質の多くは「亀-C-C-N」結合を持っ

ている”（「亀」はベンゼン環など芳香族性の環）との記述に着目した分子群の表示も含まれている。 
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図 1 「窒素から見る生命の世界」[4] で参照できる Jmol画像例。 [左] アンモニアの

生成反応 [右] ATP合成酵素の PDBデータ例 1E79内の ATPと ADP（PDBsum [6]

による） 


